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1. 平成28年3月期第2四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年9月30日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する四
半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第2四半期 84,773 △2.9 1,856 2.2 1,779 12.2 277 22.8
27年3月期第2四半期 87,274 3.5 1,816 341.7 1,585 423.1 225 ―

（注）包括利益 28年3月期第2四半期 △403百万円 （―％） 27年3月期第2四半期 1,366百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

28年3月期第2四半期 2.39 2.21
27年3月期第2四半期 1.96 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

28年3月期第2四半期 160,237 42,514 25.9 358.09
27年3月期 165,702 43,467 25.7 368.15
（参考）自己資本 28年3月期第2四半期 41,580百万円 27年3月期 42,544百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 6.00 ― 6.00 12.00
28年3月期 ― 6.00
28年3月期（予想） ― 6.00 12.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 192,200 2.5 7,760 △13.8 7,410 △13.3 3,240 △17.7 28.04

t027434
画像



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(注)詳細は、添付資料Ｐ５「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（3）会計方針の変更・会計上の見積の変更・修正再表示」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

(注)従業員持株会型ＥＳＯＰ信託口が保有する当社株式を、期末自己株式数に含めております（28年３月期２Ｑ 0株、27年３月期 509,800株）。また、従業
員持株会型ＥＳＯＰ信託口が保有する当社株式を、期中平均株式数（四半期累計）の計算において控除する自己株式に含めております（28年３月期２Ｑ 
241,667株、27年３月期２Ｑ 772,108株）。

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、今後様々な要因によっ
て予想数値と異なる可能性があります。

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期2Q 155,199,977 株 27年3月期 155,199,977 株
② 期末自己株式数 28年3月期2Q 39,082,329 株 27年3月期 39,637,942 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期2Q 115,846,636 株 27年3月期2Q 114,962,904 株
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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

 (1) 連結経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益は改善し、個人消費は底堅く、雇用

情勢についても改善傾向にある等、緩やかな回復基調が続きました。一方、中国を始めとするアジ

ア諸国の景気の下振れにより、国内景気を下押しするリスクがあり、今後の国内経済への影響が懸

念されております。 

そのような状況下、当社グループは中期経営計画「Innovation Plan 2016 “Growing”」におい

て、①顧客件数の増加による増収を継続し、収益力を回復する、②引き続き財務体質改善を進め経

営の安定性を引き上げる、③継続的かつ安定的な還元方針で株主に報いていく、の３点を基本方針

と定め、当第２四半期連結累計期間においてもその方針に従った事業運営に邁進してまいりました。 

通信分野においては、平成27年２月よりＮＴＴ東日本・ＮＴＴ西日本による光回線サービスである

光コラボレーションモデル（以下「光コラボ」という。）の提供を開始しました。ブロードバンド事

業を再成長させる好機と捉え、既存顧客向けサービスの転用、新規顧客獲得の両面において、当社グ

ループのシェア拡大に鋭意取り組んでまいりました。 

また、エネルギー分野においては、平成28年４月より電力の小売が全面自由化されるため、電力

サービスには様々な業種の事業者が参入し、熾烈な販売競争・価格競争が繰り広げられることが想定

されます。当社グループは、平成27年10月14日に東京電力株式会社と電力販売代理に関する業務提携

契約を締結し、高圧の法人事業者向けには本年10月から、一般家庭向けには平成28年４月から新たに

電力販売に参入する予定です。 

さらには財務面においても、スイス連邦を中心とする海外市場で、株式への転換が行われた場合

は自己資本の増強を図ることが出来る無利子の転換社債型新株予約権付社債を100億円発行し、資金

調達の低コスト化、調達の多様化を図り、財務体質の強化に努めました。 

当社グループの当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高84,773百万円（前年同期比

2.9％減）、営業利益1,856百万円（同2.2％増）、経常利益1,779百万円（同12.2％増）、親会社株

主に帰属する四半期純利益277百万円（同22.8％増）となりました。 

継続取引顧客件数は2,543千件となり、顧客との接点強化・優遇施策である「ＴＬＣ会員サービ

ス」の会員数は、前連結会計年度末から43千件増加し、439千件となりました。 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。 

 

（ガス及び石油） 

液化石油ガス事業につきましては、いわき市・仙南エリアへの進出や継続的に取り組んできた解

約防止策により前年までの需要家件数の減少傾向に歯止めが掛かり、前連結会計年度末から１千件

増加し、573千件となりました。なお、液化石油ガスの販売数量は前年並みとなりましたが、仕入価

格の低下に伴い販売価格を引下げたため、売上高は前年同期を下回りました。 

都市ガス事業につきましては、需要家件数は前連結会計年度末と変わらず53千件でしたが、原料

費調整制度により販売価格が低下し、売上高は前年同期を下回りました。 

これらにより、当セグメントの売上高は37,958百万円（同11.2％減）と減少しましたが、業務効

率化の推進により販売管理費を大幅に削減した結果、営業利益は1,679百万円（同75.7％増）と増加

しました。 

 

（建築及び不動産） 

建築及び不動産事業につきましては、マンション販売の減収はあったものの、住宅販売、店舗新

築工事、設備工事、リフォームやリセプション（建物管理サポート）等において、いずれも前年同
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期を上回る販売実績を計上しました。 

これらにより、当セグメントの売上高は9,301百万円（同13.5％増）、営業利益は66百万円（前年

同期は111百万円の損失）となりました。 

 

（ＣＡＴＶ） 

ＣＡＴＶ事業につきましては、地上波完全デジタル化以降、大手通信事業者との激しい競合に

よって放送顧客の減少傾向が続いていましたが、当第２四半期連結会計期間末においては494千件と

１千件の増加に転じました。通信サービスの顧客件数は前連結会計年度末から７千件増加し、203千

件（ＣＡＴＶ－ＦＴＴＨ149千件、ＣＡＴＶインターネット55千件）となりました。 

戸建住宅向けには長期継続約束割引による囲い込みを、集合住宅向けにつきましても新たに集合

一括バルクサービスを開始し、魅力ある価格・サービスによる新規獲得、並びに既存顧客の長期利

用を促す施策に取り組んでまいりました。また、コミュニティチャンネルにつきましては、地域密

着度、顧客満足度を高める番組の制作・提供に努めました。 

これらにより、当セグメントの売上高は12,212百万円（同0.6％増）、営業利益は551百万円（同

25.0％増）となりました。 

   

（情報及び通信サービス） 

ブロードバンド事業につきましては、既存顧客に対し、光コラボを利用したサービス「＠Ｔ ＣＯ

Ｍヒカリ」「ＴＮＣヒカリ」への転用を積極的に進めてまいりました。当社グループの既存顧客の

光コラボサービスへの転用につきましては、前連結会計年度末から92千件（転用率16.5％）と市場

より早いスピードで進捗し同事業の増収に寄与しました。なお、新規顧客獲得につきましても、大

手携帯キャリアをはじめ光コラボへの新規参入事業者が多く、一段と競合環境の厳しさが増しまし

たが、新規顧客獲得についても積極的に取り組んだ結果、ＦＴＴＨ顧客件数は前連結会計年度末か

ら４千件増加し、748千件となりました。 

一方、ＡＤＳＬ顧客等が前連結会計年度末から10千件減少したことで、ブロードバンド全体の顧

客件数は前連結会計年度末から６千件減少し840千件となりました。 

これらにより、当セグメントの売上高は20,425百万円（同4.5％増）となりましたが、獲得及び転

用にかかる先行費用が増加したことにより、営業利益は363百万円（同78.2％減）となりました。 

 

（アクア） 

アクア事業につきましては、静岡・関東に加えて、関西・北陸・東北エリアで大型商業施設など

における営業活動を強化し全国のお客様にご利用いただけるよう積極的に取り組んでまいりました。

「ドラえもん」をイメージキャラクターとして活用し、ブランド「おいしい水の贈りもの うるの

ん」が浸透してきたことにより、顧客件数は132千件となり、前連結会計年度末から２千件増加しま

した。 

これらにより、当セグメントの売上高は2,746百万円（同13.3％増）となり、一方で広告宣伝費の

抑制に努めた結果、営業損失は699百万円（前年同期は1,052百万円の損失）と減少し、黒字化に向

けて改善が進みました。 

    

（その他） 

介護事業につきましては、快適・安心にご利用いただける施設運営に努めた結果、利用者が増加

し、売上高が増加しました。 

造船事業につきましては、前年同期に比べ、修繕隻数が増加し、売上が増加しました。 
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一方で、婚礼催事事業につきましては、平成27年３月末に「クレアシオンＭ ブケ東海御殿場」

を閉館したため、売上高は減少しました。 

これらにより、当セグメントの売上高は2,128百万円（同3.6％減）、介護施設への先行投資負担

により、営業損失は291百万円（前年同期は339百万円の損失）となりました。 

 

 

（2）連結財政状態に関する説明 

  ① 資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は160,237百万円となり、前連結会計年度末と比較

して5,465百万円の減少となりました。これは主として、受取手形及び売掛金が2,184百万円、減価償

却等により有形固定資産が2,205百万円それぞれ減少したこと等によるものであります。 

負債合計は117,722百万円となり、前連結会計年度末と比較して4,511百万円の減少となりました。

これは主として、転換社債型新株予約権付社債の発行により10,000百万円増加しましたが、支払手形

及び買掛金が1,625百万円、借入金等が6,861百万円、流動負債のその他（主に預り金、未払消費税

等）が4,243百万円、それぞれ減少したこと等によるものであります。 

純資産合計は42,514百万円となり、前連結会計年度末と比較して953百万円の減少となりました。

これは主として、親会社株主に帰属する四半期純利益277百万円を計上しましたが、剰余金の配当に

より695百万円減少したこと及びその他有価証券評価差額金が332百万円減少したこと等によるもので

あります。 

 

② キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」といいます。）は、前連

結会計年度末から646百万円減少し2,175百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであ

ります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、4,412百万円の資金の増加（前年同期比△7,064百万円）と

なりました。これは売上債権の減少及び非資金項目である減価償却費等の要因により資金が増加した

ことによるものであります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、5,289百万円の資金の減少（前年同期比△773百万円）とな

りました。これは有形及び無形固定資産の取得等によるものであります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、236百万円の資金の増加（前年同期比＋8,257百万円）とな

りました。これは借入金及びリース債務の返済等により資金が減少しましたが、転換社債型新株予約

権付社債の発行があったこと等により資金が増加したことによるものであります。 

 

 

(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当第２四半期連結累計期間の業績は、平成27 年５月８日に公表いたしました予想を上回りました
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が、当社グループは、主要商品であるＬＰガスの需要が冬季に集中する等、下期に需要期を迎えます。 

それにより通期の業績予想につきましては、ＬＰガス事業におけるＣＰ（サウジアラビア国営石油

会社であるサウジアラムコ社が決定するＬＰガス通告価格：Contract Price）、気温等、現段階では

先行き不透明な要素があるため、修正は行ないません。 

なお、業績予想は現時点において入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績は、今

後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項  

(1)  当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2)  四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

(3)  会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基

準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。

以下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平

成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、

支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上する

とともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。

また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確

定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸

表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２

四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替

えを行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－

５項(4)及び事業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期

連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

これによる損益に与える影響はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,861 2,205

受取手形及び売掛金 20,085 17,900

商品及び製品 5,367 4,857

仕掛品 583 773

原材料及び貯蔵品 745 712

その他 6,642 7,716

貸倒引当金 △326 △340

流動資産合計 35,959 33,825

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 38,413 36,798

機械装置及び運搬具（純額） 21,684 22,022

土地 22,006 22,032

その他（純額） 16,830 15,877

有形固定資産合計 98,935 96,729

無形固定資産

のれん 8,270 7,440

その他 2,953 3,521

無形固定資産合計 11,224 10,962

投資その他の資産

退職給付に係る資産 4,188 4,052

その他 16,240 15,281

貸倒引当金 △890 △657

投資その他の資産合計 19,539 18,676

固定資産合計 129,699 126,369

繰延資産 43 42

資産合計 165,702 160,237
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 13,035 11,409

短期借入金 33,821 31,501

1年内償還予定の社債 2,458 1,208

未払法人税等 2,089 869

引当金 1,439 1,598

その他 18,316 14,073

流動負債合計 71,160 60,660

固定負債

社債 1,742 1,363

転換社債型新株予約権付社債 － 10,000

長期借入金 35,048 32,165

引当金 209 213

退職給付に係る負債 271 288

その他 13,803 13,031

固定負債合計 51,074 57,062

負債合計 122,234 117,722

純資産の部

株主資本

資本金 14,000 14,000

資本剰余金 22,315 22,333

利益剰余金 7,803 7,384

自己株式 △8,033 △7,892

株主資本合計 36,085 35,825

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,378 2,045

繰延ヘッジ損益 △94 △376

為替換算調整勘定 44 40

退職給付に係る調整累計額 4,130 4,045

その他の包括利益累計額合計 6,458 5,754

新株予約権 260 253

非支配株主持分 662 680

純資産合計 43,467 42,514

負債純資産合計 165,702 160,237
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

売上高 87,274 84,773

売上原価 55,489 52,565

売上総利益 31,785 32,207

販売費及び一般管理費 29,969 30,351

営業利益 1,816 1,856

営業外収益

受取利息 12 7

受取配当金 92 91

受取手数料 66 40

その他 234 258

営業外収益合計 405 398

営業外費用

支払利息 508 376

その他 127 98

営業外費用合計 636 474

経常利益 1,585 1,779

特別利益

固定資産売却益 5 6

伝送路設備補助金 24 28

補助金収入 － 70

投資有価証券売却益 9 －

特別利益合計 39 105

特別損失

固定資産売却損 0 0

固定資産除却損 410 563

その他 － 234

特別損失合計 410 797

税金等調整前四半期純利益 1,214 1,087

法人税、住民税及び事業税 1,237 736

法人税等調整額 △260 49

法人税等合計 977 786

四半期純利益 237 301

非支配株主に帰属する四半期純利益 11 24

親会社株主に帰属する四半期純利益 225 277
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

四半期純利益 237 301

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,142 △333

繰延ヘッジ損益 39 △281

為替換算調整勘定 △2 △13

退職給付に係る調整額 △41 △85

持分法適用会社に対する持分相当額 △8 9

その他の包括利益合計 1,129 △704

四半期包括利益 1,366 △403

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,354 △427

非支配株主に係る四半期包括利益 11 24
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,214 1,087

減価償却費 7,408 7,325

のれん償却額 1,270 1,050

退職給付に係る資産及び負債の増減額 88 29

受取利息及び受取配当金 △104 △98

投資有価証券売却損益（△は益） △9 －

支払利息 508 376

固定資産売却損益（△は益） △5 △6

固定資産除却損 410 563

売上債権の増減額（△は増加） 4,632 2,172

たな卸資産の増減額（△は増加） 735 353

仕入債務の増減額（△は減少） △1,930 △1,884

未払消費税等の増減額（△は減少） 475 △1,574

預り金の増減額（△は減少） △1,072 △2,094

その他 △171 △901

小計 13,448 6,398

法人税等の支払額 △1,971 △1,985

営業活動によるキャッシュ・フロー 11,476 4,412

投資活動によるキャッシュ・フロー

利息及び配当金の受取額 130 124

有価証券の取得による支出 △7 △7

有価証券の売却による収入 9 －

有形及び無形固定資産の取得による支出 △4,807 △5,558

有形及び無形固定資産の売却による収入 108 94

貸付金の回収による収入 64 134

その他 △14 △76

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,515 △5,289

財務活動によるキャッシュ・フロー

利息の支払額 △510 △390

短期借入金の純増減額（△は減少） △37 △882

リース債務の返済による支出 △2,026 △2,061

長期借入れによる収入 8,101 4,000

長期借入金の返済による支出 △10,667 △8,321

社債の償還による支出 △2,080 △1,629

転換社債型新株予約権付社債の発行による収入 － 9,980

自己株式の取得による支出 △0 △0

自己株式の処分による収入 130 272

配当金の支払額 △693 △694

その他 △237 △36

財務活動によるキャッシュ・フロー △8,021 236

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3 △5

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,063 △646

現金及び現金同等物の期首残高 3,150 2,821

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,087 2,175
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

ガス及び

石油

建築及び

不動産
ＣＡＴＶ

情報及び

通信サー

ビス

アクア 計

売上高

外部顧客への

売上高
42,754 8,197 12,144 19,546 2,423 85,066 2,207 87,274 － 87,274

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

67 1,215 440 1,503 50 3,276 103 3,380 △3,380 －

計 42,822 9,413 12,584 21,049 2,473 88,343 2,311 90,654 △3,380 87,274

セグメント利益

又は損失（△）
955 △111 441 1,668 △1,052 1,900 △339 1,561 255 1,816

（注）１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、婚礼催事事業、船舶

修繕事業、保険事業、介護事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、主にセグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っておりま

す。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

ガス及び

石油

建築及び

不動産
ＣＡＴＶ

情報及び

通信サー

ビス

アクア 計

売上高

外部顧客への

売上高
37,958 9,301 12,212 20,425 2,746 82,644 2,128 84,773 - 84,773

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

79 498 412 1,532 57 2,579 97 2,676 △2,676 -

計 38,037 9,799 12,624 21,957 2,804 85,224 2,225 87,449 △2,676 84,773

セグメント利益

又は損失（△）
1,679 66 551 363 △699 1,961 △291 1,669 186 1,856

（注）１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、婚礼催事事業、船舶

修繕事業、保険事業、介護事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、主にセグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っておりま

す。

11

㈱ＴＯＫＡＩホールディングス（3167）　平成28年３月期第２四半期決算短信




